
 

平成 23年度地区懇談会（美園・若草地区）議事録（概要） 

平成23年10月17日（月）老人憩の家 光和園  出席者数18人 

事前質問：市と道との連携を図り、地域住民に情報提供していただきたい 〔担当：管理Ｇ〕 

回答：都市整備部参与 

・鷲別川を管理する道に確認したところ、鷲別川付近で行っていた測量は、今年度に施工予定の落差工へ

の魚道設置工事に伴うものとのこと。河川敷地を売るとか橋をつくるといった予定は無い。 

・市としては、道の事業に関する情報があれば、随時、地域の皆さんに情報提供するよう努めていく。 

意見： 

・道は、将来図も示さず、自分たちの責任を地域に押し付けるなど高圧的な態度を取る。 

・美園児童センターの裏付近に、コンクリートを破砕したものを敷いてある。一度見てほしい。車が走っ

て、わだちのところが平らになっている。 

・魚道を３か所つくってもらったが、もっと下の方にないと魚が上がってくることができない。 

回答：市長 市で場所を見て、道に伝えたい。 

 

情報提供：地域とともに描くまちづくり 

説明：市長 

・ペーパーは市役所が思いついた内容の事例であり、皆さんの思いをここに少しずつでも盛り込めていけ

ればと思っている。 

・懇談会後、役員の間でここに入れ込む言葉を模索してほしい。 

地区連合町内会：発言なし 

 

その他：地震・津波対策について 〔担当：総務Ｇ〕 

意見：町内会未加入の方に高台避難所マップを配布してはどうか。 

回答：総務部次長 支所で配布している。 

 

その他：独居老人対策について 〔担当：高齢・介護Ｇ〕 

意見： 

・地域に 96 人の独居の方がいる。ここ最近、３人が倒れて町内会長の車で運んだこともある。市として

も何か対応を考えてほしい。 

回答：保健福祉部長  

・鷲別町６丁目では、皆で声掛けをしている。独居の方は、冷蔵庫の中に救急情報が入った筒を入れてお

く取り組みも行っている。 

・市も家庭の詳しいことは把握し切れない。介護の認定を受けて行政と把握するとか、地域包括支援セン

ターでも情報があれば伺っている。民生委員経由でも良い。 

意見：普段元気な人が倒れたらどうするか。 

回答：保健福祉部長 

・社会福祉協議会のネットワークや、いきいきサロンなどで細かい情報を集めてもらえたら良いと思う。

不安なことがあれば、地域包括支援センターに相談してほしい。 

・民生委員と連携した事業展開もしている。緊急通報システムの貸与も行っている。民生委員を通じて申

請してもらえたらありがたい。 

回答：市長 90歳以上の方の対応だけでも考えては。どんなサービスを受けているか表にしてみては。高

齢者が相談と言ってもできない。 


